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研究成果の概要： 
従来、学習前に誤った法則が持たれているとされていた小学校程度の理数科領域の課題を大学

生に尋ねた。この結果、課題によっては半数の者が一貫した判断基準（正誤を問わず）ではな

く個別的または複数の判断基準を採用していると考えざるを得なかった。事例判断からの法則

抽出を促す教授計画を試行したが効果は限定的だった。教育場面では法則の教授だけでなく論

理操作や事例への適用を重視すべき必要があることが示唆される。 
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研究分野：教授学習心理学 
科研費の分科・細目：心理学・教育心理学 
キーワード：ル･バー、誤概念、ルール学習、植物概念、面積判断、帰納、課題解決 
 
１．研究開始当初の背景 
(1)教授学習過程研究において、学習前に学
習者が誤った法則を保有、利用しており、そ
れらは通常の授業によっては容易に修正さ
れない現象が報告されている。細谷(1970)は
これらの誤った概念･法則理解を「ル･バー」
と呼んだ。一方、1980 年代に入り、こういっ
た誤りの様相が主として思考過程の特徴と
いう点から認知心理学でも注目され始め、前
概念、概念バグ、誤概念、素朴概念などと呼
ばれ、科学領域を中心としたさまざまな知識

領域において、それらの存在をめぐる研究が
見られた。 
(2)これらの研究は科学教育の見地から、学
習者の持つ個人的な自成理論やモデルを再
構成していく過程を問題とする研究（「構成
主義」と呼ばれる）に発展していった。同時
にこれらの一連の研究は、単一ないし少数の
課題によって学習者の理論やモデルの保持、
修正状況が検討されることにより、いわば適
用範囲の限定なしの議論が行われるように
なってきた。この傾向を受け、山岡（2003）
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が「（誤概念は）調査用の一連の問題によっ
て誘導される」と批判するなど、教授学習過
程が対象とすべき場である授業から遊離す
る方向に展開されてきている。また同時に、
「誤概念は、成長と共に修正されていくもの
であり、誤りを修正する意図的教育活動は必
要ないのではないか」という批判もなされた。 
(3)荒井ら（2004）は、これらの批判を受け、
これまで小学生において指摘されてきた誤
った判断基準をとりあげ、大学生に対して比
較的日常生活上の場面に近い複数の課題群
もあわせて用い、その保持状況を検討した。
この結果、小学生とほぼ同様の判断基準を所
持していると考えられる知識領域と、異なる
様相を示した知識領域とがあることが明ら
かとなった。すなわち、学校教育においてと
りたてて目標化し、教授活動を行う必要があ
る知識領域は存在するのである。それらは、
動物、植物（発芽条件）、重さ（衝突時の質
量保存）、密度（浮き沈み）、面積などであり、
また、小学生と異なる様相を示した領域は重
さ（おもりの位置による質量変化）、密度（密
度の保存）、速さ（速さの保存）であった。
より詳細な小学生の結果との検討を行うと、
前者の領域では小学低学年、中学年とほぼ同
様の割合で誤った判断基準をもっているこ
とも明らかとなった。しかしながら、これら
の領域に関しては高等学校までに至る学校
教育で関連する教育が全くなされていない
わけではない。したがって、大学生と小学生
とでは関連する事例に対する知識量が違う
はずである。それにもかかわらず同種の誤っ
た判断基準を保持、修正することが大きな疑
問点となる。 
 
２．研究の目的 
本研究は、学習者のもつ誤った知識のうち、
単なる一事例の「勘違い」「おぼえちがい」
ではなく、複数の事例について一貫して誤る
判断基準である「ル・バー（誤った自成法則）」
に焦点をあてたものである。本研究の目的は
大きく２つに分けられる。 
(1)大学生と小学生が同程度の割合でル･バ
ーを保持している知識領域を対象に、関連す
る事例群に対する知識の保持状況および、事
例とル･バーの関係に関する理解状況、さら
には両者をめぐる思考操作の様相について、
大学生の回答を検討することにより、誤った
判断基準の適用範囲の違いならびに同基準
形成の機序をめぐる知見を得ること 
(2) ル･バー修正のために有効な教授スト
ラテジーとして、ル・バーに基づいた場合の
予測と正しい判断基準による予測のそれぞ
れの思考操作を含めて対提示した後、結果を
示すといった方法が考えられる。本研究では
(1)で検討した知識領域の一部をとりあげ、
大学生を対象に、この教授ストラテジーに基

づいた具体的な教授法の開発、実施ならびに
評価を行い、この教授ストラテジーの効果を
検討する。 
 
３．研究の方法 
(1) 誤った判断基準の保持状況調査 
これまでの研究で大学生が小学生とほぼ
同程度以下の保持状況（修正されていないか、
一貫した基準が見られない）だった７領域の
うち複数領域を取り上げ、改めて課題を作成
することにより、大学生に対してその保持状
況ならびに判断基準を調査する。対象領域は
次の通りである。なお、括弧内の前者がこれ
まで指摘されてきた誤ルール、後者が正しい
とされるルールである。 
① 植物の光合成に関する領域（葉が光合成
するのか、緑の部分はみな光合成するのか） 
② 種子植物の生殖に関する領域（花・おし
べめしべ・実の有無は植物個別なのか、全て
関連するのか） 
③ 四角形の面積に関する領域（面積の大小
は周囲の長さに依存するのか、底辺の長さと
高さに依存するのか） 
④ 密度の「保存」に関する領域（密度は物
の量や重さに依存するか、依存しないか） 
⑤ 動物概念に関する領域（動物はほ乳類だ
けか、従属栄養の生物か） 
 これらの領域において、複数の事例につい
て判断する課題（事例判断課題）と、ルール
の正誤判断を問う課題とを用い、両者の一貫
性を検討することにより大学生の判断基準
を探った。 
(2) 事例判断課題に対する自らの回答を振
り返り、学習者自身に自らの反応を振り返っ
て考えてもらう、という「帰納課題」（回答
基準探索課題という名称の方がより実際に
近い）を用いることにより、回答一貫性が高
まるかどうかを検討した。 
 
４．研究成果 
(1)植物の光合成に関する知識を対象とした
調査では、出題者が設定した課題の抽象水準
は、必ずしも大学生が回答する際の抽象水準
とは同じではないことが改めて示された。こ
の現象をただちに「個別的解決」と呼ぶこと
はできないものの、従来暗黙裡に想定されて
いたルールとル･バー（誤ったルール）の単
純な対置関係が成立しないということがで
きる。さらに、ルール（誤ルール）と事例と
の変換操作（演繹・帰納）はかなりの大学生
で正しくなされていないことも明らかとな
った(FIGURE1,2)。 
 
 
 
 
 



 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 Figure1 従来のルール･事例モデル 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Figure2 今回の回答モデル 
 
(2) 種子植物の生殖概念では、より広範かつ
多水準の判断基準を想定せざるを得ず、また
それらは課題（花が咲くか、おしべめしべが
あるか、実やタネができるか）によっても異
なっていることが明らかとなった。 
(3)学生の示すルール妥当性判断と事例判断
とが必ずしも一致しないという結果は、密度
や四角形の面積、動物を対象としたものでも
同じく得られた。 
 ここにいたって、「ルール」対「誤ルール」
もしくは「ルール解決」対「個別解決」とい
った単純な図式で大学生の認識を検討する
ことは必ずしも当を得たものとはならない
ということが示されたといえよう。 
(4)複数にわたる領域において、繰返し試み
られたのは、学習者自身に自らの反応を振り
返って考えてもらう「帰納課題」（回答基準
探索課題という名称の方がより実際に近い）
であった。これらの課題が一貫性を高める若
干の効果がある可能性がある。しかしながら、
これらの課題は従属変数として用いられて
おり、独立変数としては検討されていないた
め、傍証的な効果と考えざるを得ない。これ

らの課題は、自らの回答のメタ認知を促す課
題ともいえ、課題そのものの効果はさらに検
討する必要がある。 
(5)ルール（ＡならばＢ）の前件（Ａ）と後
件（Ｂ）の関係という観点から、カテゴリー
ルールと連合的ルールに分けて考え、相対的
な連合的ルールの操作容易性を手がかりに、
ルールによる課題解決を促進させる可能性
も検討した。このようにルールあるいは事例
への適用と一からげにせず、記述や適用の論
理的相違に着目することにより突破口を見
つけ出していこうとする方向性も検討され
た。 
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